
	
	基本発問と予想される生徒の反応
	指　導・援　助

	導入
	◇資料への興味を高める。

・トルコという国について、何か知っていますか。
	・トルコの位置が分かる地図や、「エルトゥールル号遭難事故」の関係写真を準備しておく。

	展

開

前
段
	◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。

○感想を交流する。

・トルコの飛行機が危険を冒してまで日本人を救出したことに驚いた。

・全く関わりのないトルコの人々を助けた樫野の人々の温かい心に感動した。
○シンポジウムに参加したり、トルコ記念館を訪れたりしても、私はなぜ、トルコ政府が日本人を救出したことが納得できなかったのだろう。

・エルトゥールル号の遭難は、随分昔の出来事なのに

　今でもそれが影響しているとは思えない。

・100年も前のことで、世代も変わっているのに助ける必要があるだろうか。

・遠い日本の国のことだし、自分たちの命だって危険にさらされるのに、なぜそんなことができるのだろう。

○「わしらもトルコの方も一緒じゃ。」と飼っていたニワトリを差し出した樫野の人たちのことを知り、どんなことを思ったのだろう。

・「困っている時に助けるのは当然のことだ」という思いから助けた樫野の人たちの行動がすばらしい。
・樫野の人たちは、「トルコの人も自分たちと同じ人間だ」という考えをもっていたことに驚いた。
・「人の命に国の違いはない」という思いだったのか。

◎海と空が水平線で一つになるのを見つめながら、私はどんなことを考えていただろう。

・樫野の人たちが、トルコの人々を助けたことが、今、自分がここにいるということにつながっているんだ。

・樫野の人たちの行為が、今でも、トルコの人々の心に受け継がれてきたのだ。

・トルコの人々が同じ人間として助けたいと思ったことが、私たちを救出することにつながったんだ。たとえ国が違っても互いに協力し合うことが大切なんだ。
	・どの場面に着目したかをつかみ、基本発問や中心発問での意図的指名に生かす。

・私が、「なぜトルコだったのか」を確かめるために、シンポジウムに参加したり、トルコ記念館を訪れたりしても、まだ、納得できない気持ちでいたことに共感できるようにする。
・日本政府が素早い決定ができない中、トルコ政府は自国の人がいるにもかかわらず、まず、２１５名の日本人を助けたことを補う。

・樫野の人々は、遭難したトルコの人々を、同じ人間として、ただ助けたという思いであったことに気付くようにする。

・自分が助かったことが、日本人の献身的な行いに感謝したトルコ人の思いが100年たった今でも続いているということに気付くようにする。


・自分が助けられたことは、国を超えた人々の「同じ人間なのだ」という心が動かした出来事　だったことに気付くことができるようにする。

	展開後段
	○世界の国の人たちと協力し、互いに尊重し合うということについてどのように考えているか。
・どの国の人とも、もっと話し合ったり、協力し合ったりすることが大切だと思う。そうすれば、争いもなくなると思う。

・それぞれの国のことをよく知ることが、協力することの第一歩になると思う。

・協力することは大切だと思うけれど、どのように協力していくとよいのか考えていきたい。
	・これまでの自分の思いや考えを想起し、世界の人たちと協力するということについて考えるよう促す。

・他の国や人のことについて日頃どのように感じているかを問い、世界に生きる同じ人間として、友好的な関係を結ぶことができるような心情を引き出すようにする。

	終末
	◇資料を読む。

・資料のＰ７８Ｌ５～最後までを読む。
	・再度、資料を読むことで樫野の人たちの思いに浸る。


２　学習指導過程
【深めの発問】


　樫野の人たちは、トルコの人々に対してどんな思いでいたのだろう。





●言語活動の充実


　話合いを通して、互いの考えを発表することで多様な感じ方や考え方に接することができるというよさに気付かせ、異なる視点から意見を述べた発言を価値付ける。









